（社）神奈川県計量協会　活性化事業第一弾
　　　計量機器工業部会全体会議及び初の分科会交流会開催結果について
体積計分科会会長　斧原良一

　今年の4月8日に計量機器工業部会の今年度第１回役員会が開催され、その席上で轟副部会長から以下のような素朴な疑問と提案が投げかけられた。

「私たちは役員会などでこうして集まっているけれども、気が付けば“隣は何をする人ぞ”で他の分科会のことはさっぱり分かっていない。これでよいのか？　新生計量協会の部会として活動するにあたり、原点に戻って自己紹介からはじめてはどうか。」

折りよく７月には、県計量協会の活性化に腐心されている西川専務理事が１６年度事業計画の中に組み込んだ“部会の全体会議”を予定していたので、そこでこの提案を実施しようということになった。

「計量機器工業部会」は、計量機器のメーカー、工事業者、修理事業者などで構成されている。他の「計量士部会」や流通･小売関係の「適正計量推進部会」と並べてみれば、これは確かにひとつのくくり方だが構成メンバーを具体的に見てゆくと一体で活動することの難しさが見えてくる。この部会には「計器」「タクシーメーター」「質量計」「体積計」の４分科会がある。各メンバーの扱い製品は、工業用の圧力計・温度計、タクシーメーター、お店で使う“はかり”からトラックスケール、ガソリンスタンド用の給油機、工場等で使われる流量計など、一口に“計量機器”といっても極めて広範囲である。これらは技術も違えば業界も違う、極論すれば「共通点は計量法の規制を受けており計量検定所に関係する」ということぐらい。

こんな状況のため、これまで部会の活動は分科会ごとに別々に行われてきた。しかも分科会会員の間は、競争関係から協力関係、お客様と供給者の関係、時に無関係まで混在している。共通目的に向かって一致団結という状態にはなりにくく常に運営上の難しさを抱えてきた。

かつての大経済成長の時代には、箱根の有名ホテルでの総会と盛大な親睦会が開催されたり、また「三Ｋ会」なるゴルフ愛好会もあって相互の交流を図る仕組みもあったのだが、今ではすっかり様相が変わってしまった。

　全体会議は７月６日、神奈川県計量検定所の会議室において、以上のような経緯により3部構成で計画された。計量検定所からは検定第一課の牧野課長を迎え、部会長、副部会長はじめ会員企業から２１名が参加した。まず、岸部会長の挨拶、牧野課長の計量行政情報を交えたご挨拶をいただいたあと、第１部として１６年度の事業（研修･見学）予定について審議した。

第２部は「各分科会の現状と課題」と題して、冒頭に書いた提案にもとづく本日のメインイベントである。西川専務理事の司会進行で進められた。

　まず計器分科会（6社）の岸部会長から、この分科会はまさに計量機器工業部会の縮図で、異業種集団であり分科会員相互の連携がはかりにくく運営が難しいとの報告があった。

専門のガラス製温度計についてはその歴史から語り起こし、現状の課題では中国製の低価格品との競争や高い製法技術は保有するもののその後継者難など、業界の厳しい状況が説明された。

　タクシーメーター（14社）の轟分科会長は、メンバー紹介のあと、現在の県下のタクシーメーター業界を鳥瞰し、最近新たに加わった福祉（介護）タクシーの状況や担当行政機関が一般タクシーと異なる事による懸念などを説明した。日本初のハイヤー業が明治４０年に登場し、
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料金メーター搭載車が大正元年に現れたことなど歴史的な経過も興味深かったが、最新型のタクシーメーターは単なる料金表示だけでなく、高速道路料金も一括記載できる領収書機能やＧＰＳ機能と組み合わせてタクシーの業務日報が自動作成できるハイテクマシンであるとの説明に感心した。さらに、計量機器工業会が生まれる以前の神奈川県のミニ計量団体史も参考になるので、計量協会のホームページにあるこの資料を一読されるとよい。

　体積計分科会（12社）は私、分科会長の斧原が、体積計とはどんなものかを計量法や製品例を示して説明した。構成メンバーにガソリンスタンド関係企業が多いので、石油の流れ、ガソリンスタンドや計量機の構造、製品の事例紹介、計量機の製造、修理等の関連業務とこれに関する法的規制などについて資料に従い解説した。分科会は、構成メンバーが同業界の競争会社、協力会社、お客様が混ざっているため、活動目的も情報交換やコミュニケーションチャンネル作りそして適正計量の普及について協会の活動に協力するといったソフトなものとなっている。実際の活動も神奈川県計量検定所殿で主催する「打合せ会」に同期して年１～２回程度、計量技術や法改正などのミニセミナーを親睦会と合わせて開催するようにしている。

　最後は質量計分科会（9社）、櫛田分科会長のお話しを聞いた。質量計、分かりやすく言えば“はかり”だが、分科会のメンバーにはお店で使われる“はかり”よりも工業用途やスーパーの裏方で使われる自動計量包装値付機など特殊な“はかり”のメーカーが多い。配付された数社の製品カタログを見て、その用途が家庭用から商業用、産業用、医療、研究用など人類の活動のあらゆる分野に広がっている事を改めて認識した。分科会の活動は年2回、全社参加で会議を開催し、身近な話題や法改正による影響など、かなり熱い議論を繰り広げ懇親会も大いに盛り上がっているとか。また検定所の打合せ会にも皆で参加している。現在構成メンバー各社では世代交代が進むとともに技術革新の波の中におり、分科会としても技術の継承問題、新技術の取り入れなどについて講習会を通じて役立つことができればよいとの考えを示された。

　各分科会の説明の後、出席者から、「タクシーメーターは、タイヤの磨耗や空気圧が減ると料金はどうなるの？」とか「ガソリン計量機で、流量計を通った後ホースの中にあるガソリンは計量上どう扱われるの？」など身近な計量機であるだけに鋭い質問や珍問がいろいろと出され、講師からの“目からうろこ”という解説をうけて皆さん大いに感心した次第である。

　第3部は最も皆さんの期待が大きかった懇親会。梅雨はどこへ行ってしまったのかという猛暑の中を横浜駅西口へ会場を移し、轟副部会長の「本日の企画はたいへん有意義であり、岸部会長の支援により成功裏に進めることができた。」とのご発声で開宴となった。銘柄は忘れたが一杯目のビールの味は極上であった。会場は第2部の意見交換の雰囲気をそのまま引継いで、賑やかに出席者相互の会話が弾んだ。

最後に、私が中締めの挨拶でもお話ししたことだが、各種の計量という基盤技術を持ち、かつ異なる様々な業界に根を張る会員のこのような情報交換はまさに異業種交流そのものである。この異質との出会いから何か新しい芽が生まれる可能性は十分にある。まだ具体的な成果は何もでていないが、計量機器工業部会にとってはこれまでの活動に加え“交流の場を提供し新たなビジネスの芽を生み出す可能性”という新しいメリットを会員に提供できるかもしれない。

＜事務局メモ＞　今回、分科会交流という初の企画であったが、特筆すべきは、部会員５５名のうち２１名の参加。欠席回報が１８名と実に７０％の部会員の反応があったことである。
　欠席者は、業務の都合がつかず仕方なく欠席の部会員もあった訳であり本交流会への部会員の関心の高さを示すものとして今後の当部会の活動が大いに期待される。
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